
(57)【要約】

【課題】管壁が薄く、光線の両側への流失を減少し、且

つ発光効率が高い発光ランプ管

の提供。　

【解決手段】本考案の発光管は、電流の導通を経た後光

を発し、照明及び電子表示装置のバックライト光源とし

て応用でき、その構造は、基板及び上カバー体を接着し

た後、密閉の放電空間が形成され、且つ、この放電空間

内の上カバー体の内表面層及び基板の上表面に保護層膜

、反射膜、蛍光層膜を設け、電流導通後、光源を上カバ

ー体の曲面に照射させた後、基板上に反射させ、基板平

面の輝度を向上し、且つ光線の両側への流失を減少し、

良好な発光效果を得る。

【選択図】図３
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 発 光 管 で あ っ て 、 光 源 を 透 過 し て 発 す る 上 カ バ ー 体 と 、 該 上 カ バ ー 体 の 底 面 と 相 互 に 接
着 さ れ 、 密 閉 さ れ た 放 電 空 間 を 形 成 す る 基 板 と 、 該 上 カ バ ー 体 の 内 層 表 面 と 該 基 板 の 表 面
に 形 成 さ れ た 保 護 層 膜 と 、 該 上 カ バ ー 体 の 内 層 の 該 保 護 層 膜 の 上 表 面 に 形 成 さ れ た 反 射 膜
と 、 該 上 カ バ ー 体 の 内 層 の 該 反 射 膜 表 面 及 び 該 基 板 の 該 保 護 層 膜 の 上 表 面 に 形 成 さ れ た 蛍
光 層 膜 と を 含 む 発 光 管 。 　
【 請 求 項 ２ 】
前 記 保 護 層 膜 、 該 反 射 膜 、 及 び 該 蛍 光 層 膜 が 塗 布 、 蒸 着 、 印 刷 の い ず れ か の 方 法 で 設 け ら
れ た 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 管 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 上 カ バ ー 体 と 該 基 板 間 に 冷 却 口 を 形 成 し た 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 管 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 上 カ バ ー 体 と 該 基 板 間 に 冷 却 管 を 形 成 し た 請 求 項 1に 記 載 の 発 光 管 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 上 カ バ ー 体 と 該 基 板 間 に 吸 着 部 を 形 成 し た 請 求 項 1に 記 載 の 発 光 管 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 上 カ バ ー 体 と 該 基 板 間 に 排 気 孔 を 形 成 し た 請 求 項 1に 記 載 の 発 光 管 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 密 閉 さ れ た 放 電 空 間 に ニ ッ ケ ル 金 属 を 主 要 材 料 と す る 電 極 を 形 成 し た 請 求 項 1に 記
載 の 発 光 管 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 発 光 管 の 構 造 に 関 し 、 電 流 の 導 通 を 経 た 後 光 を 発 す る こ と が で き 、 照 明 及 び 電
子 表 示 装 置 の バ ッ ク ラ イ ト 光 源 と し て 応 用 で き る 発 光 管 で あ っ て 、 本 考 案 は 特 に 発 光 管 の
内 側 及 び 基 板 上 に そ れ ぞ れ 数 層 の 膜 を 塗 布 し 、 発 光 効 率 を 向 上 し た 発 光 管 の 構 造 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 1に 示 す よ う に 、 従 来 の 発 光 ラ ン プ 管 10の 製 造 方 法 は 、 ガ ラ ス 管 11内 に 蛍 光 体 物 質 12
を 溶 剤 に 希 釈 し て 該 ガ ラ ス 管 11内 壁 に 塗 布 し 、 加 工 を 経 た 後 、 該 ガ ラ ス 管 を 接 合 す る 方 法
が 一 般 的 で あ る 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な ガ ラ ス 管 は 寿 命 が 短 く 輝 度 の 衰 減 が 速 い と い
う 欠 点 が あ る 。 ま た 図 2に 示 す よ う に 、 発 光 ラ ン プ 管 10内 は 真 空 状 態 を 呈 し 、 液 体 水 銀 、 A
r、 Ne、 Kr等 の 気 体 を 注 入 す る も の が あ る が 、 こ の タ イ プ の ラ ン プ 管 は 厚 さ が 比 較 的 厚 く (
約 10mm以 上 )、 使 用 す る 空 間 が 大 き く な り 、 効 率 が 低 く な る だ け で な く 、 多 く の ラ ン プ 管
は 天 井 に 設 置 す る ラ ン プ 管 の よ う に 照 明 に 用 い ら れ る が 、 そ の 厚 さ 及 び 長 さ の 関 係 で 、 発
光 照 明 が 発 熱 し て 温 度 が 上 昇 し 、 ラ ン プ 管 が 長 時 間 の 点 灯 に 伴 っ て し だ い に 黄 色 く 変 色 し
て し ま い 、 発 光 効 率 が 下 が る だ け で な く 、 火 災 を 招 く 危 険 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 別 の 光 源 照 明 の ニ ー ズ と し て 電 子 表 示 装 置 の バ ッ ク ラ イ ト 光 源 が あ る が 、 従 来 の バ ッ ク
ラ イ ト 光 源 は 、 シ ス テ ム の 違 い に よ り 側 縁 光 源 型 と 後 方 直 射 型 の 二 種 に 分 け ら れ る 。 側 縁
光 源 型 の バ ッ ク ラ イ ト 板 は 、 導 光 板 の 側 辺 部 に 光 源 (発 光 ダ イ オ ー ド )を 設 置 し 、 光 源 が 導
光 板 及 び 反 射 板 を 通 過 し た 後 、 面 光 源 を 発 し 、 こ の 面 光 源 が さ ら に 液 晶 表 示 器 の パ ネ ル 上
に 照 射 さ れ 、 光 源 を 提 供 す る も の で あ る 。 後 方 直 射 型 バ ッ ク ラ イ ト 板 は 、 液 晶 ス ク リ ー ン
の 後 方 に 設 置 さ れ た 冷 極 陰 蛍 光 管 (CCFL)を 利 用 し て 光 源 を 発 生 し 、 前 方 に 拡 散 板 が 、 ま た
後 方 に は 反 射 板 が 配 置 さ れ る 。 冷 極 陰 蛍 光 管 が 光 源 を 発 す る 時 、 光 線 が 反 射 及 び 拡 散 さ れ
、 液 晶 ス ク リ ー ン に 照 射 さ れ る 。 以 上 ２ 種 類 の タ イ プ の 光 源 の 提 供 は 、 側 縁 型 の 光 源 は 輝
度 が 比 較 的 低 く コ ス ト が 高 い と い う 欠 点 が あ り 、 ま た 後 方 直 照 型 は 、 ラ ン プ 管 と ラ ン プ 管
の 間 の 距 離 が 離 れ す ぎ 、 厚 さ が 厚 く 、 大 き な 設 置 空 間 を 必 要 と す る だ け で な く 、 暗 影 を 発
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生 し 易 い と い う 欠 点 が あ る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 の 問 題 に 鑑 み て 、 本 考 案 の 主 な 目 的 は 、 管 壁 が 薄 く 、 光 線 の 両 側 へ の 流 失 を 減 少 し
、 且 つ 発 光 効 率 が 高 い 発 光 ラ ン プ 管 を 提 供 す る こ と に あ る 。 　
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 考 案 の 発 光 管 は 、 電 流 の 導 通 を 経 た 後 光 を 発 し 、 照 明 及 び 電 子 表 示 装 置 の バ ッ ク ラ イ
ト 光 源 と し て 応 用 で き る 。 そ の 構 造 は 、 基 板 及 び 上 カ バ ー 体 を 接 着 し た 後 、 密 閉 の 放 電 空
間 が 形 成 さ れ 、 且 つ 、 こ の 放 電 空 間 内 の 上 カ バ ー 体 の 内 表 面 層 及 び 基 板 の 上 表 面 に 保 護 層
膜 、 反 射 膜 、 蛍 光 層 膜 を 設 け 、 電 流 導 通 後 、 光 源 を 上 カ バ ー 体 の 曲 面 に 照 射 さ せ た 後 、 基
板 上 に 反 射 さ せ 、 基 板 平 面 の 輝 度 を 向 上 し 、 且 つ 光 線 の 両 側 へ の 流 失 を 減 少 し 、 良 好 な 発
光 效 果 を 得 る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 は 従 来 の 発 光 管 に 比 べ 、 少 な く と も 以 下 の よ う な 利 点 が あ る 。
（ １ ） 管 壁 が 従 来 の 発 光 管 よ り 薄 く 、 重 量 を 減 ら す こ と が で き る 。
（ ２ ） 輝 度 及 び 光 色 の 均 一 性 の 維 持 が 従 来 の 発 光 管 よ り 良 い 。
（ ３ ） 製 造 コ ス ト が 低 い 。
（ ４ ） 製 品 の 使 用 寿 命 が 長 い 。
　 本 考 案 の 発 光 管 に よ れ ば 、 管 壁 が 薄 く 、 光 線 の 両 側 か ら の 流 失 を 減 少 し 、 且 つ 発 光 効 率
の よ い 発 光 ラ ン プ 管 を 提 供 す る と い う 目 的 を 確 実 に 達 成 す る こ と が で き る 。 　
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 の 上 述 の 目 的 と 他 の 目 的 、 特 徴 、 利 点 を 説 明 す る た め 、 以 下 最 良 の 実 施 例 を も と
に 図 面 に 基 づ き 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 3に 本 考 案 の 発 光 管 20を 示 す 。 発 光 管 ２ ０ は 、 主 に 基 板 21、 上 カ バ ー 体 22か ら 構 成 さ
れ 、 そ の う ち 、 該 基 板 21は 平 板 状 を 呈 し 、 該 上 カ バ ー 体 22は 熱 加 工 に よ り 連 続 し た 波 形 に
成 形 さ れ た 状 態 を 呈 す る 。 前 記 基 板 21の 上 平 面 に 保 護 層 膜 31を 形 成 し 、 そ の 厚 さ は 約 3μ m
以 下 と し 、 該 保 護 層 膜 31上 方 に さ ら に 蛍 光 層 膜 32を 形 成 し 、 そ の 厚 さ は 約 5～ 20μ mと す る
。 前 記 上 カ バ ー 体 22の 内 層 表 面 に 保 護 層 膜 31を 設 け 、 該 保 護 層 膜 31の 上 方 に さ ら に 反 射 層
膜 32を 形 成 し 、 最 後 に 該 反 射 層 膜 33上 方 に さ ら に 蛍 光 層 膜 32を 形 成 す る 。 上 述 の 該 各 種 層
膜 の 形 成 は 、 塗 布 、 蒸 着 、 印 刷 等 の 加 工 方 法 で 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 図 に 示 す よ う に 、 該 基 板 21と 上 カ バ ー 体 22を 接 着 す る と き 、 該 基 板 21上 の 接 着
部 と 上 カ バ ー 体 22の 相 対 す る 位 置 に 接 合 部 222、 212を 設 け 、 透 明 接 着 剤 211、 221を そ れ ぞ
れ 塗 布 し 、 該 基 板 21及 び 上 カ バ ー 体 22の 相 対 位 置 を 接 着 す る 。 こ れ に よ り 、 接 着 部 分 以 外
の 部 分 が 放 電 空 間 23を 形 成 し 、 ま た 、 該 基 板 21と 上 カ バ ー 体 22の ２ つ の 部 品 の 組 成 材 料 の
熱 膨 張 係 数 は 同 じ ま た は 近 い も の と す る と 、 こ の 2つ の 部 品 の よ り よ い 接 着 効 果 を 得 る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ４ に 接 着 完 了 後 の 発 光 管 20を 示 す 。 接 着 完 了 後 、 蛇 行 型 の 放 電 空 間 23(図 ５ に 示 す )が
形 成 さ れ 、 こ の と き 、 さ ら に 排 気 孔 26か ら 放 電 空 間 23内 に Ar、 Ne、 Kr等 の 気 体 を 単 独 ま た
は 混 合 で 注 入 し 、 そ の 後 さ ら に 水 銀 を 注 入 し た 後 、 封 止 作 業 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 5に 示 す よ う に 、 本 考 案 の 最 良 の 実 施 例 は 、 発 光 管 の 点 灯 後 、 高 温 が 発 生 す る た め 、
高 温 が 近 く の 放 電 空 間 23に 転 移 す る の を 防 ぐ た め に 、 複 数 個 の 冷 却 口 24及 び 冷 却 管 27を 成
型 し て 設 け 、 該 冷 却 口 24か ら 冷 却 管 27の 熱 エ ネ ル ギ ー が 排 出 さ れ る た め 、 放 電 空 間 23の 温
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度 は 一 定 の 温 度 以 下 に 維 持 さ れ 、 ま た 輝 度 の 均 一 性 も 維 持 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 電
極 25は ニ ッ ケ ル を 主 な 材 料 と し た 繊 維 で 形 成 さ れ 、 熱 エ ネ ル ギ ー を 迅 速 に 分 散 さ せ る こ と
が で き 、 電 流 密 度 を 増 加 し 、 作 業 電 圧 を 下 げ る と い う 利 点 が あ る 。 ま た 、 該 電 極 25は 放 電
過 程 に お い て 、 ス パ ッ タ 性 物 質 を 発 生 し 黒 化 す る 現 象 が 発 生 す る が 、 こ の 減 少 を 改 善 す る
た め 、 発 光 管 内 の 電 極 25に 近 い 位 置 に 、 複 数 個 の 吸 着 部 231を 設 け 、 電 極 25が 放 電 過 程 に
お い て 発 生 す る ス パ ッ タ 性 物 質 を 吸 着 す る こ と が で き る 。 ま た 、 同 時 に 該 吸 着 部 231は 電
流 を 均 一 化 す る こ と も で き 、 輝 度 の 均 一 性 を 向 上 す る と 共 に 管 壁 負 荷 を 減 少 し 放 電 電 圧 を
下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 上 、 本 考 案 の 発 光 管 に つ い て 最 良 の 実 施 例 に 基 づ き 説 明 し て き た が 、 上 述 の 実 施 例 は
本 考 案 の 実 施 範 囲 を 制 限 す る も の で は な く 、 本 考 案 の 申 請 特 許 範 囲 に 変 化 や 修 飾 を 加 え た
も の も 、 す べ て 本 考 案 が 示 す 実 質 的 内 容 か ら 離 脱 し な い も の と 見 な す 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 従 来 の 発 光 管 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 発 光 管 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 発 光 管 の 分 解 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 発 光 管 の 組 立 て 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 考 案 の 最 良 の 実 施 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
10　 　 　 発 光 ラ ン プ 管
11　 　 　 ガ ラ ス 管
12　 　 　 蛍 光 体 物 質
20　 　 　 発 光 管
21　 　 　 基 板
211　 　 　 接 着 剤
222　 　 　 接 合 部
222　 　 　 上 カ バ ー 体
221　 　 　 接 着 剤
22　 　 　 接 合 部
23　 　 　 放 電 空 間
231　 　 　 吸 着 部
24　 　 　 冷 却 口
25　 　 　 電 極
26　 　 　 排 気 孔
27　 　 　 冷 却 管
31　 　 　 保 護 層 膜
32　 　 　 蛍 光 層 膜
33　 　 　 反 射 層 膜
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